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          令和６年第１回西予市議会定例会厚生常任委員会会議録 

１．開催日時 令和６年３月８日 

１．開催場所 西予市議会第２委員会室 

１．開  会 令和６年３月８日 

       午前８時５８分 

１．閉  会 令和６年３月８日 

       午前１１時１６分 

１．出 席 委 員        

   委員長  加藤 美香 

副委員長 井関 陽一 

   委員   中村 一雅 

   委員   山本 英明 

   委員   二宮 一朗 

  委員   酒井 宇之吉 

１．欠 席 委 員 

   なし 

１．出席説明員 

生活福祉部長      

兼福祉事務所長  一井 健二   

市民課長     兵頭 俊也 

人権啓発課長   浅井 裕史 

市民課長補佐   二宮 厚彦 

市民課長補佐   二宮 国男 

市民課係長     小野  恵 

市民課係長    松田  望 

市民課係長    竹田 哲志 

城川支所地域生活課主幹  伊井 健一 

城川支所地域生活課主任  松本 沙織 

三瓶支所地域生活課長補佐  田中 長治 

人権啓発課長補佐  三好俊一郎 

      人権啓発課係長  二宮 瑞代 

１．出席議会事務局職員 

   書記    脇本 美登利 

１．会議に付した事件   

議案第42号    令和６年度西予市一般会計予算 

議案第44号    令和６年度西予市国民健康保険特 

別会計予算 

議案第45号    令和６年度西予市後期高齢者医療 

特別会計予算 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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 開会 午前８時58分 

○加藤委員長 

本日も引き続き、厚生常任委員会審査を行いま

す。 

審査に入る前に土居課長より訂正がございます

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○土居長寿介護課長 

昨日の議案第 42 号「令和６年度西予市一般会

計予算」の長寿介護課所管分の説明の折、山本委

員から御質問のありました、シルバー人材センタ

ーへの支援についての回答の中で、同程度の補助

が県から補助されると申し上げましたが、国から

の補助でしたので訂正をお願いいたします。 

○加藤委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時０分） 

 

【生活福祉部】 

【市民課】 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前９時０分） 

議案第 42 号「令和６年度西予市一般会計予算」

のうち市民課所管分、議案第 44 号「令和６年度

西予市国民健康保険特別会計予算」、議案第

45 号「令和６年度西予市後期高齢者医療特別会

計予算」の３議案について関連がありますので、

一括議題といたします。 

兵頭課長の説明を求めます。 

○兵頭市民課長 

それでは議案第 42 号「令和６年度西予市一般

会計予算」、議案第 44 号「令和６年度西予市国

民健康保険特別会計予算」、議案第 45 号「令和

６年度西予市後期高齢者医療特別会計予算」につ

きましては、関連がございますので、一括して御

説明を申し上げます。 

それでは、議案第 42 号「令和６年度西予市一

般会計予算」の市民課所管分につきまして、予算

書に基づき御説明を申し上げます。一般会計予算

書の 65 ページから 66 ページを御覧ください。 

歳入歳出予算事項別明細書で御説明をさせてい

ただきます。 

まず、歳出から御説明をいたします。 

2款総務費、2項戸籍住民基本台帳費、1目戸籍

住民基本台帳費、本年度予算額 1 億 2356 万

8000 円のうち、職員給与費 1 億 933 万 1000 円を

除き、６事業で 1423 万 7000 円を予算計上いたし

ました。前年度より 241 万 1000 円の増額となっ

ております。主な理由といたしまして、マイナン

バーカード交付事業の個人番号カード裏書システ

ムの購入費と機器の保守委託料による増額でござ

います。事業の内訳といたしましては、事業概要

の上から６つの事業になります。令和６年２月末

現在、当市では、マイナンバーカード保有率は

76.1％となっており、普及率は高止まりの状況に

あります。令和６年 12 月には健康保険証が廃止

されますので、これを機に、マイナンバーカード

を取得されていない方の取得申請が増加するもの

と予測されます。窓口での申請対応に加え、来庁

が困難な方向けに出張申請も対応することとし、

引き続き普及促進に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

続きまして、77 ページを御覧ください。 

3款民生費、1項社会福祉費、1目社会福祉総務

費、本年度予算額 5 億 3564 万 3000 円のうち市民

課所管分は、78 ページの 27 節繰出金、国民健康

保険特別会計事業勘定繰出事業で 3 億 5855 万

2000 円を計上いたしました。昨年度より 713 万

6000 円の減額でございます。主な理由といたし

まして、被保険者数の減少による保険基盤安定繰

入金の減額によるものであります。この繰出金に

関しましては、国民健康保険特別会計事業勘定で

御説明をいたします。 

続きまして、83 ページを御覧ください。 

5 目国民年金事務費、本年度予算額 1211 万

8000 円を予算計上いたしました。昨年度より

76 万 8000 円の増額でございます。主な理由とし

まして、職員給与費及び会計年度任用職員給与費

の増額によるものでございます。 

続きまして 86 ページを御覧ください。 

3款民生費、1項社会福祉費、9目後期高齢者医

療費、本年度予算額 9 億 1965 万 5000 円を予算計

上いたしました。昨年度より 1400 万 8000 円の増

額でございます。内訳としまして、後期高齢者医

療事業 6億 1829万 2000円で、昨年度より 1517万

1000 円の減額となります。主な理由としまして、

令和５年度実績見込みなどにより、広域連合から

示された負担金の減額によるものであります。後

期高齢者医療特別会計繰出事業 3億 136万 3000円

で、昨年度より 2917 万 9000 円の増額となります。

この繰出事業については、後期高齢者医療特別会

計で御説明をいたします。 
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続きまして、96 ページを御覧ください。 

4款衛生費、1項保健衛生費、1目保健衛生総務

費、本年度予算 3 億 4815 万 6000 円のうち、市民

課所管分については 27 節の繰出金、診療所勘定

繰出事業で 4562 万 1000 円を計上いたしました。

前年度より、1351 万 4000 円の減額でございます。

主な理由といたしまして、土居診療所の診療日の

見直しによる人件費の減少、各診療所の患者数減

少に伴う医薬材料費の減少などに伴って、一般会

計からの繰出金が減額となっております。この繰

出金につきましては、診療施設勘定会計予算で御

説明いたします。 

次に、事前に配信させていただいております、

令和６年度当初予算補足資料、市民課分の１ペー

ジを御覧ください。 

令和６年度当初予算歳入特別財源、充当一覧表

でございます。左から歳入予算書のページ、款項

目節説明、金額、充当先事務事業、金額、備考と

なっております。歳入については、こちらの一覧

表をお目通し願います。 

以上で、議案第 42 号「令和６年度西予市一般

会計予算」市民課所管分の御説明とさせていただ

きます。 

続きまして、議案第 44 号「令和６年度西予市

国民健康保険特別会計予算」につきまして、予算

書及び補足資料に基づき、説明を申し上げます。

お手元に配信しております、令和６年度当初予算

補足資料の３ページを御覧ください。 

特別会計予算書は 11 ページからになります。 

歳出から補足資料３ページの右ページをもとに

説明させていただきます。資料は左から通し番号、

歳出科目、歳出概要、当初予算額、前年度予算額、

比較、前年比の順に記載しております。 

まず初めに、通し番号①番総務費です。国民健

康保険事業に関わる人件費、事務費等となります。

5690 万円を計上いたしました。前年度より

1165 万円の減額となっております。減額の主な

理由は、職員給与費、管理職分が１名分減額とな

ったこと、愛媛県国民健康保険団体連合会の手数

料に手数料の見直しがあったこと、また、令和５

年度は国保総合システムのクライアント端末の更

新があったことなどによるものであります。 

予算書は 25 ページから 27 ページ、1 款総務費、

1 項総務管理費から 4 項趣旨普及費までになりま

す。 

次に、②番から⑱番の保険給付費です。一般被

保険者分とその他の給付となります。 34 億

7580 万 5000 円を計上いたしました。前年度より

2億 768万 7000円の減額でございます。減額の主

な理由は、被保険者数の減少に伴う医療費の減少

によるものであります。各科目、前年度の実績等

から推計し予算計上しております。退職被保険者

分につきましては、令和６年度より退職者医療制

度が廃止となったため計上しておりません。また、

傷病手当金につきましては、新型コロナの５類移

行に伴い、令和５年５月７日で国の財政支援が終

了したため、令和６年度は計上しておりません。

予算書は 27 ページから 30 ページ、2 款保険給付

費、1 項療養諸費から 6 項傷病手当費までになり

ます。 

次に、⑲番から㉔番の国民健康保険事業納付金

です。10億 8341万 3000円を計上いたしました。

国保制度改正による広域化に伴い、市町が支払う

保険給付費の一部を県が市町に交付するために財

源として、県が市町から徴収するものであります。

県は、市町の提出する各種データから全体の保険

給付費の見込みを立て、所得水準や医療費水準を

考慮した上で、市町ごとに納付金として必要な額

を決定しております。予算額は、予算書は 30 ペ

ージから 31 ページ、3 款国民健康保険事業納付

金、1 項医療給付費分から 3 項介護給付金分にな

ります。 

次に、㉕番保健事業費の医療費通知費、医療費

適正化費です。729 万 1000 円を計上いたしまし

た。医療費通知の郵便料、医療費適正化に関わる

レセプト点検の医療審査などの委託料などとなっ

ております。令和６年度においても、保険証更新

時にジェネリック医療希望シールを配布し、普及

啓発を図ることとしております。予算書は 32 ペ

ージ、5款保健事業費、1項保健事業費、2目医療

費通知費、3 目医療費適正化費になります。 

次に、㉖番特定健康診査等事業費です。

3675 万 8000 円を計上いたしました。前年度より

275万 1000円の減額でございます。特定健診及び

特定保健指導に関わる経費となります。予算書は

33ページの 2項特定健康診査日等事業費になりま

す。 

次に、㉘番直診勘定繰出金です。217万 3000円

を計上いたしました。僻地直営診療所、土居診療

所の運営費に関わる財政支援として、特別調整交
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付金で交付されるものです。予算書は 34 ページ

の 7 款諸支出金、2 項繰出金になります。 

次に、㉚番基金積立金です。6万 8000円を計上

いたしました。財政調整基金の利子などについて、

積立てを行うものです。予算書は 33ページの6款

基金積立金、1 項基金積立金になります。 

次に、㉛番償還金及び還付加算金です。290 万

円を計上いたしました。交付金の精算に伴う超過

交付分の返還、資格異動などに伴う国保税の還付

を行うものです。予算書は 34 ページの 7 款諸支

出金、1 項償還金及び還付加算金になります。 

次に、㉜番の予備費です。200 万円を計上いた

しました。予算書は、34 ページの 8 款予備費、

1 項予備費になります。 

歳出合計は 46 億 6730 万 8000 円で、前年度よ

り 2 億 8069万円の減額となります。 

次に歳入の御説明をいたします。補足資料３ペ

ージの左ページを御覧ください。予算書は 21 ペ

ージからになります。まず初めに、通し番号①番

から③番の保険税です。一般被保険者分 7 億

587 万 1000 円を計上いたしました。前年度より

2266 万円の減額でございます。保険税の算定に

つきましては、10 月末の調定を元に、被保険者

数及び収納率等を考慮して算出しております。予

算書は 21 ページ、1 款国民健康保険税、1 項国民

健康保険税になります。 

次に、④から⑧番の国庫支出金です。令和５年

４月から出産育児一時金が 50 万円に引上げられ

たことに伴う国の財政措置として、⑦の出産育児

一時金補助金 10 万円を予算計上いたしました。

予算書は 22 ページ、4 款国庫支出金、2 項国庫補

助金、4 目出産育児一時金補助金になります。 

次に、⑨番から⑭番の県支出金です。国保制度

改正による広域化に伴い県より交付されるもので、

35億 3384万 1000円を予算計上いたしました。普

通交付金と特別交付金でございます。予算書は

22 ページ、5 款県支出金、2 項県補助金、4 目保

険給付費等交付金になります。 

次に、⑮番から㉓番の一般会計繰入金です。

3 億 5855 万 2000 円を計上いたしました。前年度

より 713 万 6000 円の減額でございます。主な内

容としましては、⑮番の保険基盤安定繰入金（保

険税軽減分）は 1 億 6190 万 7000 円を計上いたし

ました。前年度より 1484 万 5000 円の減額でござ

います。⑯番保険基盤安定繰入金（保険者支援分）

8925万円を計上いたしました。前年度より 203万

2000 円の減額でございます。一般会計で国と県

の負担金を受入れ、市の負担分を含めた金額を国

保特別会計に繰入れします。そのほかに、職員給

与費等繰入金、出産育児一時金等繰入金、財政安

定化支援事業繰入金、その他一般会計繰入金、未

就学児均等割保険料繰入金、産前産後保険料繰入

金を一般会計から繰り入れることとしております。

予算書は 23 ページ、7 款繰入金、1 項他会計繰入

金になります。 

次に㉔番財政調整基金繰入金です。6473 万

8000 円を計上いたしました。被保険者数の減少

に伴う税収の減少、一般会計繰入金の減少などを

補い、国保財政の安定運営、税率の引上げ緩和を

目的として基金を活用するものです。予算書は

23 ページ、7 款繰入金、2 項基金繰入金になりま

す。 

歳入予算合計は 46 億 6730 万 8000 円で、前年

度より 2 億 8069 万円の減額となります。 

当市の国民健康保険は、平成 24 年度決算にお

いては歳入不足分について、財政調整基金を活用

しました。現在、財政調整基金残高は 5 億円を超

える状況となっており、平成 30 年度に実施した

国保税率改正以降は、比較的安定した財政状況で

推移してきました。一方で、被保険者数の減少に

伴う税収の減少が続いており、高齢化の進行や医

療技術の高度化などに伴う保険給付金給付費等の

増加も予想されます。今後においても、財政調整

基金を運用しながら、健全な運営に努めてまいり

ます。 

次に、診療施設勘定会計予算について御説明申

し上げます。 

予算書の 49 ページを御覧ください。 

予算書に基づき歳出から御説明をいたします。 

1 款総務費、1 項施設管理費、1 目一般管理費

6614 万 6000 円を予算計上いたしました。前年度

より 1343 万円の減額となっております。減額の

主な理由は、土居診療所の診療日の見直しによる

人件費の減少によるものでございます。 

次に、51 ページを御覧ください。 

2 款医業費、1 項医業費、1 目医業費 2933 万

3000 円を計上いたしました。前年度より 1219 万

4000 円の減額でございます。減額の主な理由は、

各診療所の患者数の減少に伴う医薬材料費などの

減少によるものでございます。 
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次に、5 款公債費、1 項公債費、1 目元金

1327 万 8000 円を計上いたしました。前年度より

3,000 円の増額となっております。同じく、2 目

利子 1 万 2000 円を計上いたしました。周木診療

所及び移動診療車導入に関わる地方債の償還利子

によるものでございます。 

次に 52ページを御覧ください。 

7 款予備費、1 項予備費、1 目予備費 15 万円を

計上いたしました。 

次に 47ページを御覧ください。 

歳入について御説明いたします。 

1 款診療収入、2 項外来収入、目の合計で

5801 万 7000 円を計上いたしました。前年度より

880万 1000円の減額でございます。減額の主な理

由は、各診療所の患者数の減少に伴う診療収入の

減少によるものでございます。 

次に、2款使用料及び手数料、2項手数料、1目

文書料 53 万 5000 円を計上いたしました。前年度

より 8 万 4000 円の減額でございます。 

次に、4款繰入金、1項他会計繰入金、1目一般

会計繰入金 4562 万 1000 円を計上いたしました。

前年度より 1351 万 4000 円の減額でございます。

減額の主な理由は、診療日の見直しによる人件費

の減少、患者数の減少による医薬材料費の減少等

に伴う一般会計繰入金の減額でございます。 

次に、48 ページを御覧ください。4 款繰入金、

2 項事業勘定繰入金、1 目事業勘定繰入金 217 万

3000 円を予算計上いたしました。前年度より、

281万 9000円の減額でございます。土居診療所の

へき地直営診療所運営費など補助金の繰入れによ

るものでございます。 

次に、6 款諸収入、2 項雑入、1 目雑入 257 万

3000 円を予算計上いたしました。前年度より

40 万 6000 円の減額でございます。各診療所の検

査等収入でございます。 

歳入歳出予算はそれぞれ 1億 891万 9000円で、

前年度より 2562 万 4000 円の減額となっておりま

す。 

診療施設勘定会計予算については、配信してお

ります、令和６年度当初予算不足資料の４ページ

にそれぞれの診療所ごとに記載しておりますので、

あわせて御覧ください。 

以上で、議案第 44 号「令和６年度西予市国民

健康保険特別会計予算」についての御説明とさせ

ていただきます。 

続きまして、議案第 45 号「令和６年度西予市

後期高齢者医療特別会計予算」につきまして、予

算書に基づき御説明申し上げます。 

予算書の 72 ページを御覧ください。 

歳入歳出予算事項別明細書で御説明をさせてい

ただきます。 

まず歳出から御説明いたします。 

1款総務費、1項総務管理費、1目一般管理費、

本年度予算額は 2558 万円を予算計上いたしまし

た。内訳としまして、一般管理費庶務事業 445 万

3000円及び職員給与費 2112万 7000円でございま

す。前年度より 262 万 2000 円の増額となってお

ります。主な理由としまして、職員給与費の増額

によるものでございます。なお、昨年度予定され

ておりました、５年に１回の標準システムの更新

は、システム開発の遅延によっておりまして、令

和６年度に延期となりましたので、12 節システ

ム更新委託料 52 万 3000 円と、17 節機械器具費

69 万円を計上しております。 

続きまして、73 ページを御覧ください。 

2 項徴収費、1 目徴収費、後期高齢者医療保険

料徴収事業、本年度予算 190 万 2000 円を予算計

上いたしました。 

続きまして、2 款後期高齢者医療広域連合納付

金、1 項後期高齢者医療広域連合納付金、1 目後

期高齢者医療広域連合納付金、本年度予算 7 億

9858 万円を予算計上いたしました。前年度より

1億 902万 8000円の増額でございます。主な増額

の理由といたしまして、令和６年、７年度の後期

高齢者保険料率の改定及び被保険者数の増による

ものでございます。 

続きまして、74 ページの上段を御覧ください。 

3 款保健事業費、1 項後期高齢者健康診査事業

費、1 目後期高齢者健康診査事業費、本年度予算

額 1555 万 7000 円を予算計上いたしました。受診

者実績から、見込みによる集団検診負担金などの

減額により 60 万 4000 円の減額となっております。 

続きまして 4 款諸支出金、1 項償還金及び還付

加算金、1 目保険料還付金 100 万円、2 目還付加

算金 10 万円、合計 110 万円を予算計上いたしま

した。所得の更正等で発生する過年度の保険料還

付金、加算金を保険者に還付するもので、過年度

に遡るため計上するものでございます。 

続きまして 75 ページを御覧ください。 

5款予備費、1項予備費、1目予備費、本年度も
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前年度と同額の 12 万円を計上いたしました。 

歳出合計 8 億 4283 万 9000 円で 1 億 1098 万

5000 円の増額となっております。これで歳出の

説明とさせていただきます。 

続きまして、69 ページ上段を御覧ください。 

歳入について説明させていただきます。 

1 款後期高齢者医療保険料、1 項後期高齢者医

療保険料、1目特別徴収保険料 3億 7919万 3000円、

2項普通徴収保険料 1億 4643万 7000円、合計 5億

2563 万円を計上いたしました。前年度より

8220 万 7000 円の増額でございます。主な理由と

いたしまして、令和６年、７年の後期高齢者医療

保険料率の改定及び、被保険者数の増によるもの

でございます。 

続きまして、2 款使用料及び手数料、1 項手数

料、2 目督促手数料、本年度予算 5 万円を予算計

上いたしました。 

続きまして、3 款繰入金、1 項一般会計繰入金、

1 目事業費繰入金 5289 万 7000 円、2 目保険基盤

安定繰入金 2 億 4846 万 6000 円、合計 3 億 136 万

3000 円を予算計上いたしました。前年度より

2917 万 9000 円の増額でございます。主な理由と

いたしましては、令和６年度の保険料改定及び被

保険者数の増加により、保険基盤安定繰入金が増

額しているためであります。 

続きまして、70 ページ３段目を御覧ください。 

5款諸収入、2項償還金及び還付加算金、1目保

険料還付金 100万円、2目還付加算金 10万円、合

計 110 万円を予算計上いたしました。いずれも前

年度と同額でございます。保険料の還付に係る広

域連合からの歳入になります。 

続きまして、71 ページ下段を御覧ください。 

5 項受託事業収入、1 目後期高齢者医療広域連

合受託事業収入、本年度予算額 1469 万 6000 円を

予算計上いたしました。前年度より 39 万 5000 円

の減額でございます。後期高齢者の保健事業と、

介護予防の一体的実施及び健康診査に係る費用に

ついて、広域連合より交付されるものであります。 

以上、歳入の御説明とさせていただきます。 

歳入歳出予算それぞれ 8 億 4283 万 9000 円でご

ざいます。 

以上で、議案 45 号「令和６年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算」の説明とさせていただき

ます。 

以上３議案、よろしく御審議の上、御決定いた

だきますようお願い申し上げます。 

○加藤委員長 

兵頭課長の説明は終わりました。 

これより本案について質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

○酒井委員 

被保険者が５年で 1,500 人ぐらい国保会計で減

ってるようなんですが、被保険者の減とそれから

後期高齢者につきましても、今年度がピークだと

思うんです。来年度か再来年度から 75 歳以上も

西予市減ります。人口減になります。後期高齢者

75 歳も減っていきます。絶対数が。ですからそ

こら辺の人口減に対する事業会計が、どのような

影響をされると考えておりますか、お聞きします。

今年は県のあれになりまして、何とかやれるよう

なシステムになってますけど、被保険者が先ほど

から、減額のところはほとんど被保険者の減に関

わってる。５年間で 1,500 人ということは、１年

間に 300 人ぐらいずつは減ってると。それから、

後期高齢者については増えてるんですけれども、

結局、今年がピークで、来年度から減っていくと

思うんですが、その辺りを今後どのように考えて

いるか。税の在り方について、国保税、そして、

後期高齢者は本年度から上がっておりますんで、

その辺りも含めまして、どのように考えているか

お聞きします。なかなか苦しくなるんじゃないか

と思いますが。 

○加藤委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 36 分） 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前９時 38 分） 

○兵頭市民課長 

まず国保のほうに関しましては、やはり今、基

盤安定基金というのがあるんですけれども、そち

らをうまく活用しながら、急激な税収税率の変動

がないような運用というところを考えて、運用し

ていくということになっておりますが、将来的な

適正な税率の検討は現在されておりまして、将来

的には国保の統一ですね、国保料の統一というよ

うな動きもございます。後期に関しましては、や

はりそういったような問題がございまして、令和

６年度、７年度、要は保険料率の変更というとこ

ろが実施されることとなっておりまして、やはり

ちょっと保険料が後期のほう上がって、ほかの保

険者ですね、国保とか社会保険とか、そちらの安
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定化に向けた運用というところを考えられた保険

料改正がなされておるというところで、来年度か

ら後期高齢の保険料自体が上がりますけれども、

そちらの適正な保険料の運営がされるというふう

に考えております。 

○酒井委員 

後期高齢保険料っていうのは、結構高いんです

よね。70 歳から 75 歳までと、75 歳からの分が、

75 歳になったら何か極端に高くなるような気が

するんですけども、やはりそれだけ介護だとかそ

ういうことがあるから、やはり税率を高くしなけ

ればいけないんかなというような感じがしており

ます。 

もう１点ありますのは、宇和島市や松山市は、

国保税が税扱いになっておりません。徴収金にな

っておりますが、このあたりにつきましても、本

部のほうで、一律にすべきじゃないかと思うんで

すけれども、その辺りの動きはありますか。 

続けてですが、徴収金と税金の扱いは、滞納税

の中に松山市や宇和島市は滞納整理機構には出せ

ないんです。そして西予市とか税金扱いにしてい

るというところは、滞納整理機構に出せるという

ようなところもありますんで、今後、愛媛県下一

円にするんだったら、そういう動きを今度何らか

の形でつくってほしいなという気持ちもございま

すんで、ちょっとその辺りを、非常に私も後期高

齢者になりましたんで、現実に所得も１割以上の

ものが１割ぐらいのほうがかかるんで、実際のと

ころ、今度最高は 70 何万円になると思うんです。

その辺りも含めた形で。 

○兵頭市民課長 

この件に関しまして専門的なところがございま

すので、係長から説明させていただきます。 

○松田市民課係長 

国保税と国保料についての御質問ですが、現在

愛媛県で国保税水準の県内統一に向けた取組がな

されています。具体的には令和６年度から、どの

ように進めていくかということを考えていく予定

になっております。その中で、今の段階で具体的

に税と料を一つにするというところまでの話はな

いんですが、税水準を見直していく中でそういっ

たことが出てきた場合には検討していく必要があ

ると考えております。 

○酒井委員 

もう一度再度質問いたしますが、後期高齢者の

保険税につきましてお尋ねしますが、６年度から

最高は、月額幾らで、年額幾らになっております

か。 

○兵頭市民課長 

後期高齢の保険料の限度額なんですけども、令

和６年度が 73 万円、令和７年度になりますと

80 万円に上げられるということになっておりま

す。 

〔委員長交代〕 

○加藤委員 

国民健康保険税のことなんですけれども、⑮番

の保険基盤安定繰入金についてお伺いいたします。

今回下がって減っていると思うんですけれども、

令和６年のほうが減ってると思うんですけれども、

これは低所得者の方が減ったからなのですか、そ

れとも人数が減ったのか、それともまた収入を得

ることが出来たからなのかというところをちょっ

と教えていただきたいのと、低所得者の定義をち

ょっと教えてください。 

○兵頭市民課長 

この件に関しましても、係長のほうから説明さ

せていただきます。 

○井関副委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 46 分） 

○井関副委員長 

再開を告げる。（再開 午前９時 48 分） 

○松田市民課係長 

保険基盤安定繰入金が減少している件につきま

しては、被保険者数が減少していく中で、低所得

者の方の数も減少をしたためと考えております。

この制度における、低所得者の考え方ですが、世

帯の中の被保険者全員の前年中の総所得金額の合

計が基準以下の世帯ということで、７割軽減、５

割軽減、２割軽減を受けられている方ということ

になっております。 

○加藤委員 

ちょっと今の説明が分かりにくいので、金額的

にどんなことか教えてください。 

○松田市民課係長 

例えば７割軽減を受けられる方の算定につきま

しては、基準額の 43 万円プラス 10 万円掛ける給

与所得者数の数から１を引きまして、その数に応

じ 43 万円をプラスした金額以下の方というよう

な算定式がありまして、それに基づいて計算をし

ております。 
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○加藤委員 

その計算式よりも金額的にはどれぐらいという

ことをちょっと教えてください。 

○井関副委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 49 分） 

○井関副委員長 

再開を告げる。（再開 午前９時 52 分） 

○兵頭市民課長 

先ほどの加藤委員の御質問なんですけど、ちょ

っと数値でいうと分かりにくいところがございま

すので、標準的な４人家族であった場合とか、い

ろんな分かりやすい資料、国民健康保険の低所得

者の資料について、後ほど作成させていただいて

提出したいと思いますがそれでよろしいでしょう

か。 

○加藤委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○中村委員  

マイナンバーカードについてお尋ねいたします。

保有率 76.1％という説明がございました。一方

で令和６年 12 月をもって、健康保険証は廃止に

なると。そうすると、西予市内においては 12 月

以降マイナンバーカード保険証として提示すれば、

診療を受けられるということになろうかと思いま

すけど、市内における医療機関全てにおいてそう

いうことができるのでしょうかねえという心配が

あります。あとまだ保有されてない方についての

保有率 100％に近づけるための施策とかそういう

ことがあれば教えていただきたいと思います。 

○兵頭市民課長 

先ほど中村委員からの御質問なんですけれども、

まずマイナンバーカードでの保険証の対応ができ

る西予市の医療機関は、私が今知り得とる範囲で

お答えしますと、病院 34 施設中 32 施設が対応出

来ております。歯科医院が 18 施設中 13 施設、あ

と薬局も保険証を出すようになると思うんですが、

薬局に関しましては、20 施設中 20 全てが対応出

来ておるというふうに聞いております。あとマイ

ナンバーカードの保険証の移行なんですけれども、

76.1％なので、あと残りの方に、どれだけ必要性

を感じられとるかっていうところがあるんですけ

れども、先ほども申しましたけれども、出張申請

とか、そういった施設のほうへ出向いてですね、

まだ取られていない方に対して、啓発して取って

いただきたいというところの活動は、来年度もし

ていきたいと思ってます。今年度もそういうこと

で、令和４年度はこちらからお伺いした施設が多

かったんですが、令和５年度に関しましては、今

のところなかなか動きがなくてですね、施設から

の要望もなくて、今３施設行ってですね６名の方

が追加で取られたというふうに聞いておりまして、

今後予定としまして１施設へ行くようになっとる

んですが、「希望の森」というところなんですけ

ど、そこに行った際にはある程度人数の方が申請

されるんじゃないかなと思っております。ですん

で来年度もそういう施設側の対応にもよるんです

けど、施設側からの要望があった場合には、対応

していきたいなと考えております。こちらからも

もちろんアナウンスしていきたいと思っておりま

す。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

多少補足をさせていただいたらと思います。交

付事業につきましては当部のほうで主体的にやっ

ていって、今課長説明したとおり、今後の力を入

れていくこととしております。一方で活用の部分

についてでございますけれども、先ほどおっしゃ

られました保険証に加えまして、今後運転免許証

としての活用、また国としてはいろいろな行政手

続の上ベースの簡素化ということで、カードを所

持することで手続が書類を持っていかなくても、

やっていけるということで各自治体での行政の事

務の書類の簡素化というのも、今後、活用面で考

えていくということも進んでおります。これにつ

きましては、市としては政策推進課のほうが、マ

イナンバー活用という部分で、総括で庁内の取り

まとめをして今後検討していくということになろ

うかと思いますので、交付の部分と活用の部分の

検討で、並行作業で取り組んでいくことで交付率

を上げていきたいと考えております。 

○中村委員 

先ほど課長の御答弁で施設に出張のマイナンバ

ーカード交付ということがありました。今持たれ

ていない方のメジャーな部分は、そういう施設に

入所されている高齢者の方というふうにとらえて

よろしいんでしょうか。以前にマイナポイント事

業とかで、保有率がぽんぽんと２段階ぐらい上が

ったみたいなことがあって、あるいはメリットを

打ち出して保有をお勧めするということだったと

思います。今後保険証のかわりにマイナンバーカ

ードということになれば、それは必要に迫られて
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やらんといかんみたいなところに少し局面変わっ

ていこうかと思うんですけど、そういうことにつ

いては、高齢の方が１番そういう保険証は必要で

はないかなあと私は考えるんですが、その点いか

がでしょうか。 

○兵頭市民課長 

マイナンバーカードを取得されてない方ってい

うのはやはりお年寄りの方、特にこういう役場ま

での足がない方とか、そういう方が多いように分

析されとるんですけれども、やはりそこら辺、ど

うやって今後取り込んでくるかっていうところは

先ほどのサービスとこちらの努力によって上げて

いかなきゃいけないなと。また最後まで分析出来

てないところもございますので、どういった年齢

層とか、そういったものを再度確認した上で、そ

ういう普及の取組に生かしていきたいと思ってい

ます。 

〔委員長交代〕 

○加藤委員 

今のマイナンバーカードの件なんですけど、施

設のほうですよね、希望の森などでマイナンバー

カードがつくられてないっていうのは分かるんで

すけれども、その方たちが、言い方がおかしいか

もしれませんが、判断能力というところで難しい

方が多々いらっしゃるんではないかと思うんです

けれども、その辺については、施設の方が代行す

るというやり方になるのかその辺をお伺いいたし

ます。 

○井関副委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時０分） 

○井関副委員長 

再開を告げる。（再開 午前 10 時２分） 

○兵頭市民課長 

先ほどの御質問なんですが、やはり判断出来か

ねる人っていうのはいらっしゃると思います。そ

ういった方に関しましては施設から、御家族の方

に了承を得た上で、マイナンバーカードの取得を

するというところの手続があるようです。今現在

は顔認証だけで暗証番号設定しなくても、顔認証、

保険証ですよね、保険証として使う場合には顔認

証だけで登録出来ますので、そういった方法もご

ざいます。いろんな方法でそういった方にも登録

できるような仕組みが、手続がございますので、

そういったところもアナウンスしながら、普及に

努めていけたらと考えております。 

○酒井委員 

小中学生が 2,000 人ぐらいおるんですね今、西

予市小中学生が 2,000 人おるんだけど、その中で

の取得率はどれぐらいになってますか。そして返

納された方、以前、多分二宮委員だったと思うん

ですが、返納行為に出られた方が何人か説明があ

ったんですが、その後は出ておりませんか。 

○兵頭市民課長 

まず、小中学生の取得率に関しましては、現在

ちょっと数値を持っておりませんので、先ほども

申しましたけれども、分析ができるようでしたら、

分析したいと思っております。返納に関しまして

は、前回報告してからの返納は今のところ聞いて

おりません。 

○酒井委員 

76％の分の中に小中学生、高校生が入ってるん

でその辺り分析しないと、先ほどから言ってる年

寄り年寄りって言う話が出てますけど、これの数

字が、高校生入れると多分 3,000 人ぐらいなるん

じゃないかと思うんですがね、大学生とか。そう

いう部分がどれだけあって遠隔地におられる方と

いうものも分析して、どこをポイントにして進め

るべきかというやつを、やはり戦略的に考えない

と、76.1％が高止まりしたままになるというよう

な結果になりますんで、その辺りは細かくやれる

ような戦略を練って進めていくように、ポイント

だけでやるんではなくて、体系的にどうするかと

いうやつを、中村委員が言いましたように将来生

活にどうしても必要なもんですから、いろんな反

対する人もおられますけども、それはそれなりに

別の問題として考えたらいいと思いますが。 

○兵頭市民課長 

御意見ありがとうございます。先ほどからもあ

ります今後の施策を考える上で、きちんとした、

取得者の分析をした上で、推し進めていきたいと

思いますので、早急にその分析のほう取りかかり

たいと思います。 

○二宮委員 

先ほど課長の答弁で、使える医療機関が 34 施

設中 32 というふうな答弁やったんですけども、

34 の中には、整体治療とかの治療院も保険証も

いると思うんですけどそういうのも入ってるんで

しょうか。 

○兵頭市民課長 

先ほどの二宮委員の質問なんですが、すいませ
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ん私が先ほど御説明しました医院というのは医師

会のほうに登録されている病院、診療所、分類が

そうなってるところの病院を指しておるものであ

りまして、そういう接骨院とかそういったところ

は入っておりません。そこの部分の対応をしてる

かどうかっていう情報は今知り得ておりません。 

○二宮委員 

カードを使える機械というか、それが薬局のほ

うからスタートして今医院のほうに普及したとい

うのは聞いとるんですけど、そういうところに案

内とか啓蒙みたいなのは出来とるんでしょうかね。 

○加藤委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時６分） 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前 10 時 12 分） 

○兵頭市民課長 

先ほどの二宮委員の御質問なんですけれども、

医療機関とか薬局に関しましては令和５年４月か

ら義務化が通達されておるんですけれども、先ほ

ど言いましたようなあんまの施術とか、そこらで

関わる保険証に関しましては、保険証のオンライ

ン資格確認に関しましては、現在のところそうい

う義務化の通達がされてないという状況で、今後

やはりマイナンバーの保険証利用が令和６年度

12 月に始まった際には、そういった検討がされ

るのではないかというようなことが、今情報とし

ては入っておりますけれども、義務化が現在され

てないことだけが私の中の確実な情報であります。 

○加藤委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○井関副委員長 

配信していただいております令和６年度の当初

予算歳入充当一覧表なんですけども、これの１番

最初の総務手数料のところですけども、予算書の

数字と、印鑑証明手数料であれば 141 万 6000 円

になっとるんですけども、この予算書では 266 万

4000 円というふうに、そこの４つぐらいが全部

数字が違ってるんですけども、これはどういうふ

うなためになったんでしょうか。 

○兵頭市民課長 

この資料が市民課所管分いうことで、市民課の

分だけを上げておりまして、印鑑証明とかそちら

のほうは各支所の生活福祉課でも窓口として対応

していただいとるんで、そちらの分が入ってない

んでちょっと、若干ずれが出ております。申し訳

ございません。 

○加藤委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○山本委員 

しつこいんですけど、マイナンバーカードなん

ですけども、取得していた個人が亡くなったとき

ですね、人が亡くなったときは、宙に浮くんです

か、それともずっと死んでもその人のものなんで

すか。 

○兵頭市民課長 

マイナンバーカードなんですけど、死亡が確認

された時点で、マイナンバーカード自体が無効に

なります。 

○加藤委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○加藤委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

採決は１件ずつ行います。 

お諮りいたします。 

議案第 42 号「令和６年度西予市一般会計予算」

市民課所管分について、原案に賛成の委員の挙手

を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○加藤委員長 

挙手全員により当委員会といたしましては、原

案どおり可決することに決しました。 

次に議案第 44 号「令和６年度西予市国民健康

保険特別会計予算」について、原案に賛成の委員

の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○加藤委員長 

挙手全員により当委員会といたしましては、原

案どおり可決することに決しました。 

○加藤委員長 

次に議案第 45 号「令和６年度西予市後期高齢

者医療特別会計予算」について、原案に賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○加藤委員長 

挙手全員により当委員会といたしましては、原

案どおり可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 16 分） 
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【人権啓発課】 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前 10 時 27 分） 

次に議案第 42 号「令和６年度西予市一般会計

予算」のうち人権啓発課所管分を議題といたしま

す。 

浅井課長の説明を求めます。 

○浅井人権啓発課長 

議案第 42 号「令和６年度西予市一般会計予算」

のうち人権啓発課所管分につきまして、予算書に

基づき御説明させていただきます。 

まず歳出から御説明申し上げます。 

予算書は 78 ページをお開きください。 

3款民生費、1項社会福祉費、2目社会福祉施設

費 2260 万 1000 円のうち、人権啓発課所管事業は、

宇和ふれあいセンター管理運営事業 312 万円、そ

して宇和小森会館管理運営事業 269 万 2000 円の

隣保館の２館に、事業実施に係る経費をそれぞれ

計上しております。事業内容としては、各種講座

の開催、また、講座ごとの人権学習会の実施、そ

して訪問相談や各種大会、研修会への参加、人権

相談会の開催、施設の維持管理などでございます。

この事業は、地域改善事業費補助要綱に基づいて、

補助対象となる事業を積極的に実施しております。

約７割を補助金で賄っております。 

次に、会計年度任用職員給与費でございますが、

同じく宇和ふれあいセンター管理運営事業に

644万 8000円、これは職員２名の報酬費等につい

ての計上です。同じく、宇和小森会館運営管理事

業 505 万 8000 円、これにつきましては館長と職

員１名の報酬費等について計上しているものです。

この会計年度任用職員につきましても、補助対象

事業となります。 

次に、84 ページから 85 ページを御覧ください。 

3款民生費、1項社会福祉費、6目男女共同参画

費 9 万 1000 円を計上しております。男女共同参

画事業では、啓発資料のチラシ作成や、教材資料

の購入費の予算でございます。 

次に、7 目人権対策費でございます。4941 万

9000 円計上しております。事業内容としては、

人権対策費事業に 680 万 1000 円、これは人権啓

発課の各種事業の推進に必要な報償金や消耗品、

使用料として計上し、負担金及び補助金について

は、各種県団体への負担金合計 39 万円、そして

愛媛県人権対策協議会西予支部補助金として

573万 1000円を計上しております。なお、この予

算内に、県補助事業、人権啓発委託事業を含んで

おります。この補助事業は、市内の子どもたちに、

人権について考える機会を与えるため人権の花運

動を行い、命の尊さに触れることにより、人権尊

重思想の普及高揚を図ることを目的としておりま

す。また、人権相談所を開設し、人権侵害等の有

事に備える予算として合計 19 万 6000 円を計上す

るものでございます。 

次に、改良住宅事業 187 万 7000 円につきまし

ては、建物の管理や家賃収入を建設課に移管して

おります。人権啓発課としましては、入退去の手

続や住宅に関する相談等を行っております。 

次に、住宅新築資金等貸付金償還事業 3 万

9000 円は、昭和 40 年代同和対策事業の一環とし

て貸付けを行った、住宅新築資金等の償還業務の

ための消耗品、そして郵券料の予算でございます。 

次に、会計年度任用職員給与費でございます。

これは、727万 2000円につきましては、人権啓発

課内の会計年度任用職員であります。人権啓発指

導員３名の報酬費等でございます。 

次に、同じく 85 ページから 86 ページにかけて

御説明いたします。 

8目人権教育費 660万 9000円を計上しておりま

す。この人権教育事業につきましては、主に愛媛

県人権教育協議会西予支部への補助金 633 万円を

交付して、人権同和教育の推進を図ってまいりま

す。この補助金で、地区別校区別等の人権同和教

育学習会や人権の集いの開催、また、全国、四国、

県レベルの研修会や大会への参加費として計上し

ております。そして、各種人権テーマにつきまし

て年間を通して学習する西予市人権同和教育学習

会や、子どもたちへの人権学習会、子ども会など

を今年予定しております。特色ある取組としまし

ては、ハンセン病患者でありました詩人の塔和子

顕彰事業として、香川県にあります国立療養所大

島青松園を訪問するための費用なども含まれてお

ります。 

続きまして歳入に移ります。 

19 ページをお開きください。 

13 款使用料及び手数料、1 項 2 目 1 節社会福祉

使用料といたしまして、宇和ふれあいセンター使

用料 5 万 3000 円を計上しております。 

次に、29 ページをお開きください。 

15 款県支出金、1 項 6 目 2 節地域改善対策高等



－12－ 

学校等奨学金事務市町交付金、これは、奨学金事

務の説明会や奨学金滞納者の世帯訪問に対する交

付金 4 万 5000 円を計上しております。 

同じページですが、2 項県補助金、2 目 1 節の

地域交流促進事業費県補助金 89 万 1000 円、そし

て、隣保館運営費県補助金 930 万 4000 円は、い

ずれも隣保館の運営に対する県補助金であります。

宇和ふれあいセンター管理運営事業と、宇和小森

会館管理運営事業に充てております。補助率は約

70％でございます。 

次に、33 ページを御覧ください。 

15 款県支出金、3 項 2 目 1 節人権啓発活動費委

託金 19 万 6000 円は、人権啓発活動費に係る県の

委託金であります。啓発資料の作成と、人権の花

運動にこれを充てることとしております。 

最後になります。39 ページを御覧ください。 

20 款諸収入、3 項 1 目 15 節住宅新築資金等貸

付金元利収入 110 万円、これにつきましては、住

宅資金等の貸付金に対する、過年度分の徴収金を、

計上しております。 

以上で、議案第 42 号「令和６年度西予市一般

会計予算」のうち人権啓発課所管分について、御

説明させていただきました。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○加藤委員長 

浅井課長の説明は終わりました。 

これより本案について質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

○酒井委員 

いつもこの問題になりますと、施設とかそうい

うものがほとんど卯之町に宇和町にあるようにな

ってるんですが、他の地区にはもうほとんど今で

もないですか。 

○加藤委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 39 分） 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前 10 時 39 分） 

○浅井人権啓発課長 

施設についてお答えします。まず隣保館という

ものがあります。隣保館は西予市内に２つありま

す。宇和ふれあいセンターと小森会館です。これ

らは、社会福祉の向上等としてありますが、ほか

にありますのは、集会所施設というのがあるんで

すが、そこも各町に・・・ 

○加藤委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 40 分） 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前 10 時 44 分） 

○浅井人権啓発課長 

先ほどの施設の質問についてお答えいたします。

西予市内には、隣保館として宇和小森会館と、宇

和ふれあいセンターの２館があり、その分館が、

仁土集会所と日ノ地集会所、そして川原集会所と、

集会所が３つあるんですが、この３つの集会所に

つきましては現在、休館中でございます。 

○酒井委員 

「ふれあいだより」とか、「小森だより」とか

我々のところには来るんですが、その活動範囲と

か状況について、説明していただけますか。 

○加藤委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 45 分） 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前 10 時 46 分） 

○浅井人権啓発課長 

この件につきましては、三好補佐から説明いた

します。 

○三好人権啓発課長補佐 

ただいま御質問にありました、隣保館の受持ち

の範囲ということについて説明いたします。まず、

隣保館２つあるんですが宇和小森会館、こちらが

担当する範囲が、宇和町の多田地区全域、中川の

坂戸を除く中川地区、石城地区全域、明浜町全域、

三瓶町全域となっております。もう１つのふれあ

いセンターは、それ以外の地域ということに、そ

れぞれ受持ち範囲を決めて活動しておるところで

す。 

〔委員長交代〕 

○加藤委員長 

２点質問させていただきます。 

まず 78 ページなんですけれども、宇和小森会

館管理運営費 269 万 2000 円についてなんですけ

れども、啓蒙活動などいろいろされていると思う

んですけれども、この隣保館が小森会館がかなり

古くなっていて、やはり修繕なんかをしなくては

ならないような状態になってるんではないかと思

うんですけれども、今後この小森会館を修繕しな

がら、また運営されていくのかというところの方

向性をちょっとお聞きしたいです。 

もう１点は、84 ページなんですけれども、男
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女共同参画費っていうことなんですけれども、今

回 2 万 5000 円減額になってると思うんですけれ

ども、この今の時代男女共同参画事業としての減

らすっていうことに対して、今のこの世の中、男

女共同ということをうたってる中減っているとい

うことに対してはちょっとどういうことなのか、

お聞きいたします。 

○井関副委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 49 分） 

○井関副委員長 

再開を告げる。（再開 午前 10 時 54 分） 

○浅井人権啓発課長 

まず１点目、小森会館の施設の今後について御

説明いたします。まず隣保館であります小森会館

は、今後、まず公共施設マネジメントの計画に沿

って進めてまいります。また小森会館には役員の

方が約 10 名いるんですが、その方々とも今後の

ことについて方向性を話し合って決めてまいりた

いと思います。それまでは、簡単な修繕等はして

まいります。例えば雨漏り修理とか、ちょっとし

た、簡単な修繕等は対応してまいります。 

もう１点の男女共同参画事業についてなんです

が、2万 5000円予算が落ちているという件ですけ

ど、まずこれは当初、資料代として書籍を５冊程

度買う予定だったんですが、５冊は必要ないだろ

うということで、５冊から２冊に減らし、ちょっ

と２冊にしました。そしてまた最近は、ネットか

らいろんな情報を得れるということもありまして、

消耗品を減らしたということで減額させていただ

いております。また、人権教育の推進の中で、こ

の男女共同や子ども、女性、いろんな様々な課題

がありますが、それらを人権教育の一環として、

いろんなテーマに沿って、教育し勉強してまいり

たいと思いますので、このような、ちょっと予算

的には少ない予算で今年は計画しております。 

○一井生活部長兼福祉事務所長 

小森会館につきましては先ほど課長が申しまし

たとおり個別計画によって進めてまいります。ざ

っくりとしたスケジュール感でございますけれど

も、今年度から７年度、３カ年かけまして、活用

の方法とか施設の在り方とか、そういうようなも

のについて、職員間あるいは利用者の実態調査と

か、そういうのを今現在進めておりまして、検討

しておる最中でございます。その検討の結果に基

づく対応について、令和８年度以降進めていくよ

うなことになります。施設自体の活用、中身のソ

フト事業については、当然継続をしていきますけ

ども、施設的に非常に狭い土地でございますので、

急傾斜地でもあるということで、施設そのものの、

そのときについては廃止という選択肢もあります

し、仮にまた新たに建てるといいましてもやっぱ

財源的なものがありますので、補助制度も含めな

がら、もし建てる場合はそういうことも総合的に

含めて、検討してまいりたいと思っております。 

また先ほどの男女共同参画の部分につきまして

は、主にこれまで、講師の研修会とか講師の派遣

とかですね、そういう委託の分とか、主に消耗品、

図書購入も含めた部分で計上させていただきまし

た。先ほどもありましたけれども、いろいろイン

ターネット等を使った教材の活用とか、あるいは、

男女共同参画の県のセンターとの教育、視聴機材

の貸与とか、そういうようなものなどの手法を使

った活用、また講師の派遣と言うような形で取り

組んでいきたいと思います。委員御指摘のように

事業予算厳しい中ではありますけれども、できる

だけ活動が停滞しないようなところで工夫しなが

ら取り組んでいきたいなとは考えております。 

○加藤委員長 

今の説明は十分分かるんですけれども、やはり

講師の派遣などというので、そういうもっと啓蒙

とか、そういうようなこともできると思いますし、

もう少しやっぱり今の時代に合った形で予算をつ

けていただける方向性というのを今後は考えてい

ただけるのかお聞きいたします。 

○一井生活部長兼福祉事務所長 

今後の予算計上なんですけれども、ちょうど今

日は国際的な女性デーという日でもございます。

女性の地位向上、差別的な撤廃等のこともありま

すので、本市の財政部局のほうにも強く要望をし

てまいりたいと考えます。 

○加藤委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

○二宮委員 

改良住宅の件でちょっとお伺いをしたいなと思

います。説明の中で建設課に管理委託されとると

いうことやったんですけれども、かなりもう老朽

化している。どこも老朽化してると思うんですけ

ども、見てみると、かなり御自分で改造されたよ

うな住宅も見受けられたりして、市営住宅とはち

ょっと一線を画しているなという管理の仕方がね、
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そういうふうにちょっと見受けられるんですけど

も、将来これどういうふうに、もうかなり古いん

ですけど、どういうふうな計画があるのかという

ことと、払下げとか、市営住宅でも古いやつは、

そういうことも以前あったんですけどもそういう

ふうなお考えとかいうのがあるのかどうか、将来

の計画についてちょっと教えてください。 

○加藤委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11 時 01 分） 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前 11 時２分） 

○一井生活部長兼福祉事務所長 

今ほど二宮委員から御質問のございました、住

宅でございますけれども、市内においても、御指

摘のとおりかなり老朽化が進んでおります。今後

に当たりましていろんな選択肢があると思います

けれども、補助を受けて住宅を更新する更新住宅

等の建設、あるいは先ほどの委員も御質問ありま

した、譲渡の関係、かなり老朽化しておりますの

で、受けられるということがどうかというのもあ

りますけれども、それと、現状維持、また市営住

宅、一般的な市営住宅への住替えとか、そういう

ようないろいろな選択があると思います。今現在

メリットデメリットについて精査をしておるとこ

ろでございますけれども、まず入居者の御意向が

どうなのかというのが１番重要と思っております

ので、まず令和６年度においてですね、入居者の

方へのアンケート調査を実施をして、今後引き続

き住まわれるのか、あるいはそういう御希望があ

るのかというところのまず意向調査を進めてから

今後取扱いについて、判断してまいりたいと考え

ております。 

○二宮委員 

近年のいろんな災害とかもうちょっと激甚化し

てる、災害も多いということで、もし万が一のと

きがあれば、市の責任等もね、やっぱ建物の所有

者ということであるとも思いますんで、ぜひ早め

の、そういうふうな決断ができるような調査をお

願いしたいなと思います。 

○一井生活部長兼福祉事務所長 

御意見ありがとうございます。宇和島市におい

ては更新住宅をどうもされておるというようなお

話も、近隣のことも伺っておりますので、そうい

った先進事例も参考にしながら、早急に対応を業

務を進めていきたいと考えております。ありがと

うございます。 

○加藤委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11 時５分） 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前 11 時８分） 

○酒井委員 

実は、ちょっと予算には関係ないんですけど、

私一遍聞いとかんといけんなと思いますが、ハラ

スメントの防止等に対する規定ってのが、「西予

市職員のハラスメントの防止等に関する規定」っ

てのが、西予市訓令第 18 号ということで、令和

２年６月１日に出てるんですよね。もうハラスメ

ントがどんどんどんどん出始めて、議会も講習受

けたりしたときに出たんですけれども、これ西予

市職員のとあるんですが、西予市議員のというや

つが適用できるかできないかちょっとお聞きしと

きたいんですが。 

○加藤委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11 時９分） 

○加藤委員長 

再開を告げる。（再開 午前 11 時 15 分） 

○一井生活部長兼福祉事務所長 

現在市役所においても、各市役所あるいは病院、

消防、あと、個別にそういったルールづくりをし

ておりますので、それぞれまた個別のところで御

検討をいただいたらと考えております。 

○加藤委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

以上で質疑を終結といたします。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第 42 号「令和６年度西予市一般会計予算」

のうち人権啓発課所管分について、原案に賛成の

委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○加藤委員長 

挙手全員により当委員会といたしましては、原

案どおり可決することに決しました。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 

散会 午前 11 時 16 分 
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西予市議会委員会条例第30条第１項の規定によ

りここに署名する。 

  

 西予市議会厚生常任委員長  加藤 美香 

 

 

 


